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抄 録

本研究の目的は，Moodleのコースへのアクセスログを分析し，学習効果と学修行動および授業への意

識との関連を明らかにすることである。対象は，Ａ大学で２０２０年度在宅看護論演習を履修した３年次

の看護大学生のうち同意が得られた５２名（回収率８５.３％），記名自記式質問紙調査を実施した。学修行

動は，Moodleの各コンテンツへのアクセス数および総アクセス数，学習効果は定期試験の成績を分析デ

ータとした。LMSを活用した授業に対する学生評価と意識は松本らの質問紙をもとに「学習意欲」，「授

業への取り組み」，「ALへの評価」，「授業への参加意識」の４つの上位尺度にカテゴライズされた１９の

質問項目を用いた。「LMSの操作性」については，佐居らの質問紙を参考にして考えた質問３項目とし，

質問は全２２項目で，それぞれ「全くあてはまらない（１点）」から「とてもあてはまる（５点）」までの

５段階で回答を求めた。学習効果と学修行動は一元配置分散分析（Bonferroni法）による多重比較，学

習効果とLMSを活用した授業に対する学生評価と意識の関連はPearsonの積率相関係数を求め分析し

た。学習効果と学修行動の関連では，課題提出において成績がＡ評価の学生とＢ評価の学生間に有意差

がみられた。また，復習テスト，総アクセス数では成績がＳ評価の学生とＣ評価の学生間に有意な差がみ

られた。学習効果とLMSを活用した授業に対する学生評価・意識の関連は，成績が高い学生はALへの

評価得点が高く，成績と有意な相関が見られたのは，ALへの評価であったがその相関は弱かった。e-
Learningシステムは，学生が利用しやすいツールの活用で，学修時間の延伸につなげられる可能性が示

唆された。学習効果とLMSを活用した授業に対する評価と意識の関連では，成績が高い学生はALの授

業の評価も高い傾向にあった。

Ⅰ．は じ め に

大学教育は，近年，急速に進んでいる社会情勢の変

容の中で社会に貢献できる人材育成のために，生涯に

わたって学び続ける力，主体的に考える力を身につけ

る能動的学修へのパラダイムシフトが求められてい

る。学生の能動的学修を実現するためには，授業前後

の学修支援プログラムの提供が必要となる１）。大学教

育における単位制は，学生が授業前後の主体的な学修

に取り組むことによって単位が授与される仕組みであ
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るが，我が国における学生の学修時間はアメリカの大

学生と比較しても極めて短い。学修時間の確保は，学

士課程教育の課題として重要な提言の一つになってい

る１）。その背景には，高等教育の大衆化が一因として

あげられる。溝上２）は，今日の大学入試における入学

者選抜方法の多様化により，推薦制度等も充実し，高

校の学業的ランクに関係なく一定以上の成績を収めて

いれば，猛烈に勉強しなくても入学することは可能で

あり，中学・高校と普通に勉強してきた学生が，大学

に入って猛烈に勉強するかというと，甚だ疑問である

と述べている。実際，大学生の学習実態に関する調

査３）によると，１～３年生の授業の予習・復習などの

平均時間は５時間程度，専攻分野別の予習・復習の時

間分布では，「医・歯・薬」，「看護・保健」は比較的

長いが，分野によっては週当たりの予習・復習等の時

間が「１～５時間」以下の学生が８割という結果であっ

た。

本学在宅看護論演習では，２０１６年からe-Learningシ
ステムを活用してアクティブ・ラーニング（以下，Ａ

Ｌ）に取り組んできた。e-Learningは，オープンソース

のＬＭＳ（LearningManagementSystem）であるMoodle
を利用した。e-Learningはいつでも，どこにいても，

繰り返し学習できるメリットがあり，大学教育におけ

る学習支援システムとして多くの活用例がある４）５）６）７）。

本演習においても，e-learningの利便性を生かし，学生

が取り組みやすいようMoodle上に事前学習や予習・復

習，課題を提示することで，能動的に演習に参加でき

るよう実践してきた。その授業成果として，学生が本

来持っている学びの充実感や思考力を引き出すことに

つながること，授業の予習・復習や試験前の学修に繰

り返し利用していることが明らかになった８）。しか

し，その学修行動と学習効果との関連について把握す

ることが課題として残されていた。そこで，本研究で

は，Moodleのコースへのアクセスログを分析し，学習

効果と学修行動および授業への意識との関連を明らか

にすることを目的とした。

Ⅱ．研 究 方 法

１．用語の定義

１）学修：大学での講義，演習，実験，実習，実技

等の授業時間とともに，授業のための事前の準

備，事後の展開などの主体的な学び１）

２）学習：まなびならうこと（広辞苑）

２．研究対象者

対象者は，Ａ大学に在籍し，２０２０年度在宅看護論演

習を履修した３年次の看護大学生６１名とした。

３．調査期間

２０２０年９月

４．データ収集方法

研究対象者に研究目的，方法，倫理的配慮に関する

事項，結果の公表等について書面と口頭で説明し，調

査票および同意書を配布した。Moodleへのアクセス

ログと成績および調査票の回答の関連を検討するた

め，記名自記式質問紙調査とした。調査への同意は，

同意書の提出を持って得られたとすることを説明し，

調査票および同意書の回収は鍵付きメールボックスへ

投函してもらうこととした。

５．調査内容

１）基本属性

性別，年齢，Moodleの利用場所，端末機器の種

類，利用目的を質問項目とした。

２）学修行動

学修行動は，Moodleのコース上に提示している

スライドを含む講義資料（以下，講義資料），課

題提出，復習テストへのアクセス数および総アク

セス数による利用状況のログをデータとした。

３）学習効果

学習効果は，在宅看護論演習定期試験の成績S，
Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ評価をデータとした。

４）LMSを活用した授業に対する学生評価と意識

LMSを活用したALの授業に対する学生の評価

と意識は松本ら９）の質問紙から，本調査では「学

習意欲」，「授業への取り組み」，「ALへの評価」，

「授業への参加意識識」について調査した。これ

ら４つの上位尺度にカテゴライズされた質問は，

学習意欲（大学での学習意欲，大学外での学習意

欲）について６項目，授業への取り組みについて

６項目，ALへの評価について４項目，授業への

参加意識について３項目の合わせて１９項目で

あった。「LMSの操作性」は，佐居ら７）の質問紙

を参考にして作成した質問３項目とし，全部で２２

項目を使用した。測定は「とても思う（５点）」，「や

や思う（４点）」，「どちらとも言えない（３点）」，「あ

まり思わない（２点）」，「全く思わない（１点）」

の５段階リッカート法で回答を求めた。
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６．分析方法

基本属性と学修行動を示すMoodleの利用状況は項

目別にアクセス数を単純集計した。学修行動は，Moo-
dle上に提示したコース，講義資料，課題提出，講義の

復習テストそれぞれのコンテンツへのアクセス数の合

計を算出し，それらの合計を総アクセス数とした。

LMSを活用したALの授業に対する評価と意識は，質

問項目ごとに「とても思う」を５点とし，「全く思わ

ない」１点までの５段階で採点し，項目ごとに平均値

を算出した。学習効果と学修行動の関連は，成績に

よって学修行動に差があるかを一元配置分散分析

Bonferroniの多重比較により検討した。学習効果と

ＬＭＳを活用したＡＬの授業評価および意識はPearson
の積率相関係数で関係性を検討した。分析ツールは

IBMSPSSStatisticsVer.22を使用した。

７．倫理的配慮

対象者に対して，口頭および書面で本研究の趣旨，

目的，方法，結果の公表に関する事項を説明した。調

査への協力は自由意志によるものとし，Moodleのログ

と定期試験の成績および質問紙調査の結果の関連を検

討するために記名式とすること，調査は当該科目の成

績確定後に行い，参加の有無が成績に影響することが

ないことを説明し同意書を配布した。調査票と同意書

の回収は鍵付きメールボックスとし，同意書が提出さ

れた場合に同意が得られたこととする旨を説明した。

調査者は本研究対象者の科目担当および単位認定者

であることから，対象者の個人情報保護および人権擁

護，利害関係を解消するためMoodleの利用状況を示

すログおよび定期試験の成績データは，匿名化された

コードを付け直して個人が特定されないようにするこ

と，分析データの作成は本学とは関わりのない研究デー

タを取り扱う専門業者に依頼して行い，調査者は完全

に匿名化されたコードがつけられたデータのみを扱う

ことを説明した。本研究は調査者が所属する大学の研

究倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号３）。

Ⅲ．結 果

分析対象者は，同意書に署名し提出された５２名（回

収率８５.３％）とした。５２名の調査票およびMoodleへ
のアクセスログと成績を分析データをとした。分析対

象者の性別構成割合は，男性４名（７.７％），女性４８

名（９２.３％），成績評価は，Ｓ評価７名（１３.５％），Ａ評

価２６名（５０.０％），Ｂ評価１１名（２１.２％），Ｃ評価８名

（１５.４％）であった（表１）。

Moodleの利用状況を調査した結果，使用場所は大学

が２１名（４０.４％），自宅が３１名（５９.６％）で，自宅

の方がやや多かった。使用した機器は全員スマート

フォンであった。利用目的は，複数回答を求めた結

果，復習（４５名，８６.５％），試験対策（４１名，７８.８％）

に利用する学生が多かった（表２）。

学修行動を示すMoodleへのアクセスログの平均値

は，コース６.８８±７.２８，講義資料１.２７±２.４８，課題提

出４.５０±７.１７，復習テスト８５.８８±４２.５５，総アクセス

数は１００±４４.９１であった。

表１ 分析対象者の性別，成績別人数（％）

人数（％）カテゴリー項目

４（７.７％）男性別

４８（９２.３％）女

７（１３.５％）Ｓ評価成績

２６（５０.０％）Ａ評価

１１（２１.２％）Ｂ評価

８（１５.４％）Ｃ評価

表２ Moodle利用状況の単純集計

人数（％）カテゴリー項目

（４０.４％）２１大学使用場所

（５９.６％）３１自宅

（１００.０％）５２スマートフォン使用機器

（０.０％）０パソコン

（７.７％）４予習利用目的

（８６.５％）４５復習

（２３.１％）１２自己学習

（７８.８％）４１試験対策

（３２.７％）１７授業教材の一部
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１）学習効果と学修行動の関連

学修行動は，Moodle上に提示されたコース，講義資

料，課題提出，復習テストへのアクセス数，そしてこ

れらのコンテンツへのアクセスの合計を総アクセス数

とし，それぞれ成績によって差があるかを分析するた

めに，一元配置分散分析の後にBonferroniの多重比較

を実施した。その結果，課題提出において成績がＡ評

価の学生（２.３１±４.１４）とＢ評価の学生（９.０９±１２.１２）

間に有意差がみられた。また，復習テスト，総アクセ

ス数では成績Ｓ評価の学生（復習テスト１２１.７１±７０.９５，

総アクセス数１４１.７１±７５.９４）とＣ評価の学生（復習テ

スト６０.２５±２２.２１，総アクセス数７８.５０±３３.９２）間

に有意な差がみられた（表３）。

２）学習効果とLMSを活用した授業に対する学生評

価と意識の関連

定期試験の成績と学習意欲，授業への取り組み，授

業への参加意識，ALへの評価，Moodleの操作性それ

ぞれの変数間でPearsonの積率相関係数を求めた。相

関係数を求める前に，各変数の正規性を確認した。な

お，成績の変数は成績が高い方から１，２，３，４とし

た。成績と有意な相関が見られたのは，ALへの評価

であったがその相関は弱かった（r＝－０.２８，p＜

０.０５）。学習意欲と授業への取り組み（r＝０.７５，p＜

０.０１），授業参加意識（r＝０.６４，p＜０.０１），ALへの

評価（r＝０.５３，p＜０.０１），授業への取り組みと授業

参加意識（r＝０.７６，p＜０.０１），ALへの評価（r＝０.６８，

p＜０.０１），授業参加意識とALへの評価授業への取り

組み（r＝０.６０，p＜０.０１）はそれぞれ中程度の有意

な相関がみられた（表４）。

表３ 学習効果と学習行動の関連

学習行動

総アクセス数復習テスト課題提出講義資料コース（ｎ）成績評価

１４１.７１±７５.９４１２１.７１±７０.９５３.２９±３.９９１.７１±２.７５１０.２９±６.８７（７）Ｓ

９７.７３±３３.０４８５.１９±２８.２９２.３１±４.１４１.１５±１.９５６.８５±８.２０（２６）Ａ

９８.６４±４１.１４８３.３６±４９.３３９.０９±１２.１２０.８２±２.１４３.９１±４.６６（１１）Ｂ

７８.５０±３３.９２６０.２５±２２.２１６.３８±５.８３１.８８±４.１６８.１３±６.９０（８）Ｃ

一元配置分散分析（Bonferroni法）＊ p＜０.０５

＊ ＊ ＊

表４ 学習効果とＬＭＳを活用した授業に対する学生評価・意識の関連

⑥⑤④③②①

１.００①成績

１.００－０.２４②学習意欲

１.０００.７５＊＊－０.２７③授業への取り組み

１.０００.７６＊＊０.６４＊＊－０.１０④授業への参加意識

１.０００.６０＊＊０.６８＊＊０.５３＊＊－０.２８＊⑤ALへの評価

１.００－０.０４０.０７０.０６－０.０５０.０２⑥Moodleの操作性

Pearsonの相関係数 ＊p＜０.０５ ＊＊ p＜０.０１
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Ⅳ．考 察

１）学習効果と学修行動の関連

Moodleのコンテンツ別のアクセスログ数と成績と

の関連では，Ｓ評価の学生はＣ評価の学生よりも復習

テストへのアクセス数と総アクセス数が有意に多かっ

た。授業の復習問題を繰り返し解くという学修行動が

とられていた結果，総アクセス数も多くなったのであ

ろう。復習テストを繰り返し学修することによって授

業内容の理解が深まり，知識の定着が促進され，試験

の成績に反映されたと考えられた。Moodleの小テス

トの受験に関して，授業直後や期末試験直前に利用頻

度が高く，学生が自分の都合の良い手隙の時間を利用

して授業の復習や知識の整理に役立てている実態が明

らかになっており５）８），本研究のMoodleの利用目的で

は復習，試験対策が多いことからも裏付けられる。学

生は全員スマートフォンを使用してアクセスしてお

り，いつでも自分の都合に合わせて学修できるツール

が常に携帯しているものであることをうまく利用する

ことで，学修時間の延伸につなげられる可能性もあ

る。しかし，学士教育の中で課題となっている学修時

間の確保については，学生それぞれのこれまでの学修

習慣や単位制への理解不足，学修環境などさまざまな

要因が考えられるため，多角的な側面から分析してい

く必要がある。

課題提出のアクセス数は，Ｂ評価の学生がＡ評価の

学生よりも多かった。これは，課題への取り組み方が

影響しているのではないかと考えられた。Ｂ評価の学

生は課題を一度に終わらせることができず数回に分け

て取り組んだことも考えられる。今回の調査では，ア

クセスした回数を分析の対象としているため，課題へ

の滞在時間に関しては取り扱っていない。したがっ

て，具体的な課題への取り組み姿勢については把握で

きなかった。この点に関しては，課題提出のページへ

の滞在時間などもう少し詳細な学修行動の把握・分析

が必要である。

２）学習効果とLMSを活用した授業に対する学生評

価と意識の関連

成績が高い学生は，ALへの評価得点が高い傾向に

あった。ALは，教員による一方向的な講義形式の教

育とは異なり，学習者の能動的な学修への参加を取り

入れた教授・学習方法の総称１）である。在宅看護論演

習の授業は，講義では事前学習に基づくシンク・ペア・

シェアやDVD視聴，日常生活用具や医療機器の実物

に触れる体験，演習では３～４人の少人数グループで

看護技術を実施するだけではなく，より安全安楽な方

法をグループ内で試行錯誤させ，工夫点や改善点を話

し合いながら，療養者の安全性を自分たちで考え実施

すること，療養者の苦痛を疑似体験する内容で実施し

ている。アクティブ・ラーニング型の授業の成功は，

学習者が予習してくることが必須条件１０）と言われてい

る。そのため，成績が高い学生は，事前学習に取り組

み，授業内容を理解し，ある程度の準備性を持って授

業に参加していることからALの授業に対する評価も

高くなったのではないかと考えられる。

一方，学習意欲や意識と成績との相関関係は認めら

れなかった。一般的には，学習意欲や意識が高い学生

は成績も高いと考えられるが，今回の調査では関連が

みられなかった。この結果は，本学の特性なのか，当

該年度の学生の傾向なのかは明らかではないため，今

後経年的な動向の分析をしていく必要がある。

学習意欲と授業への取り組み，授業への参加意識の

間には有意な正の相関が認められた。また，授業への

取り組みは，授業への参加意識，ALへの評価との間に

有意な正の相関が認められた。すなわち，学習意欲が

高くなると授業への取り組みや参加意識も高まり，取

り組みが高まれば参加意識やALへの評価も高くなる

ことが明らかになった。大学教育に求められる学生の

能動的な学びを促進するためには，学習意欲や授業へ

の参加意識を高められるような工夫が必要であるが，

本研究の結果からLMSを活用した現在展開している

授業は，能動的な学修の促進につながることが示唆さ

れた。畑野ら１１）は，シラバスの改定や授業改善によっ

て学生の授業外学習が促進され，学習時間を伸ばし授

業態度を向上させたと報告していることから，シラバ

スを効果的に活用し，科目に対して興味関心を持って

もらえるような運用が今後も必要である。ALは学習

意欲を高めるために有効であると同時に学習・学修成

果の向上や達成感にも効果があることから，LMSを活

用しながらALの具体的内容をさらに検討し，授業改

善を図っていくことが今後の課題である。

Ⅴ．結 語

LMSを活用した授業におけるMoodleへのアクセス

ログから，学習効果と学修行動および授業への意識と

の関連を分析した結果，成績がＳ評価の学生はＣ評価

の学生よりも学修行動を示す復習テストへのアクセス

数と総アクセス数が有意に多かった。e-Learningシス
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テムは学生が利用しやすいツールを活用することで，

学修時間の延伸につなげられる可能性が示唆された。

学習効果とLMSを活用した授業に対する評価と意識

の関連では，成績が高い学生はALの授業の評価も高

い傾向にあった。

今後の課題は，e-Learningシステムのコンテンツへ

の滞在時間を明らかにし，より詳細な学修行動の把握

をしていくこと，経年的に分析を継続していくこと，

学生の能動的学修時間の延伸のための授業改善をは

かっていくことである。

最後に，本研究にご協力くださいました学生の皆様

に感謝申し上げます。なお，本論文は２０２１年度私立

大学情報教育協会教育イノベーション大会における教

育改善等のICT利活用で発表した内容に加筆・修正し

たものである。
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